



























































































監督に就任した筑波大学大学院の工藤公康氏（体育１年）が本紙の単独取材に応じた。筑波大でトレーニング方法などを学んできた工藤氏は 「選手とコーチが （適切なトレーニング法についての）知識を共有していることが大切。だが、野球界ではまだまだ共有ができていない」 発言。この点については筑波大で学ん ことを生かしながら「野球界で変えられると ろは変え
たい」と話した。　
筑波大で「野球をする子








































いかを調査し、学生が作った授業案をもとに教員の公募も行う。この上で シラバスの作成 ら成績評価の方法まで学生と教員が一緒に考えるも で、参加者の注目を集めた。　
昨年岡山大で開講された















































































































































































































外培養は猛暑や台風など天候の影響を受けやすいが安定的に 養できるように、 研究を進めたい」 と語った。　
一般公開に訪れた男性は
「 （施設が） 本格的で驚いた。屋外での培養 は困難な面も多くあるようだが、研究の進展に期待している」と話した。

























































水効果を高めるため、ダムに溜まった土砂に注目。①湖底に溜まった土砂を取り除く②その土砂 使ってれんがを製造③建築材などとして販売④販売利益で土砂を取り除く……という、循環型の事業モデルを考案した。市販品とほぼ同コストでれんが 製造でき、今後は現地の人と協力して安定した生産システム 構築を目指す。　
また、チュニジアでは地
下水に人体に悪影響を与えるフッ素が溶け込んでいる地域が多い。 入江准教授は、ダムに溜まった土砂を原料にしたフィルターを開発。地下水を飲料水に変える安価なろ過装置の実用化に向けた研究も続けている。同准教授は「現地の研究者と連携を取る どして、製品化を目指している。実用化されれば、水資源管理と地下水汚染の二つの問題が同時に解決できる」と話している。



































て食事す のは、 気まずい。ついたてがあ と、前の人の視線を気にせずに済むた
　
筑波大の日本人学生から































年からぼっちという言葉をよく聞いたり使ったりするようになった」と話す。一人でごはんを食べている時に「ぼっち飯なう」 とツイッターでつぶやいたりするいう。 またＨさんによると、ほとんどの大学生は「ぼち」 を自虐的に使って る。
「他人から『あの人は一人






















てきたことが考えられる。１９７０年代半ばか 、サービス業に従事する人が増え、それにつれて対人関係に気を遣う人も増えた。さらに２０００年代になると、 多くの企業が社員に 「他者と交渉する」ためのコミュニケーション能力を求めるようになった。　
このような社会の風潮は
子どもたちにも影響を与えた。子どもた は学校で、

















































































を旅した際、数々の親切に出会った。一人で歩いていたらカップルが車から声をかけてくれ、宿まで送っ くれたことがある。たまたま入った雑貨店では、 年配の女主人が、おにぎりを作 食べさせてくれたことも。 たゲストハウス 仲良くなった女性は別れ際 手
製の弁当を持たせてくれもした。　
どうして出会ったばか





































































































































さんたちも同じ悩みを抱えているかも れません。義理人情に縛られて、くたびれていますが、一応、かつ の若者たちです。過去の郷愁にふけっても 未来は変わりません。歳を取ると良いことばかり 記憶に残り、苦々しい記憶は薄れていきます。若者の生意
気で、希望を与えるメッセージを、かつて若い時代のあった教員は待っています。斬新で 創造的で、社会を「変革」する荒削りのアイデアを期待しています。大学は、真実を追求する熱い想いと未熟な可能性を守ることで機能するので 。　
解決不能にみえる問題




准教授（公法学）ニア大学バークレー校で 学修士と法学博士を修了。駿河台大学法学部准教授などを経て、２０１３年から現職。専門は憲法、情報 、環境法。 対価を求めず 他者を思う
イラスト＝姉崎信（心理学類２年）
















小さなシンバルのような打楽器「チャッパ」や、音階を奏でる「篠笛 を組み合わせて曲を演奏する。篠笛を除き音階は無いが、太鼓の革を張 強さや使うバチの材質を調整することで、 程や音質を操る。　
第一部は長胴太鼓を中





























































松井さんの作品「121」に見入る来場者（11 月 19 日、
茨城県つくば美術館で）
「Ｑｕｅｅｎ」を演奏する菅原（右）と杉本（左）






























































１年）の「１２１」という作品。縦１８ ㌢、横１１７㌢の白地の画面に１２ 人の少女が描かれている。少女は全員同じ人物だが、ポーズや表情がそれぞれ違う。白と黒と灰色モノトーンで構成されており、 派手な作品ではないが、可愛らしいタッチ 描かれた少女に 女性客 見入っていた。　
つくば市から来た男性は
「毎年来ているが、 年によって作品のカラーが違って面白い。今年は力の入った作品が多くとても面白かった」と話した。         （姉崎信、写真も）


























           （田中開）
MC展
ラザで）＝筑波能・狂言研究会提供















































































間系・教授）は「 （女性員の割合など 数値の目標を立てているが、重要なのは大学や社会の意識が変わることだ」 と語る。例えば、
























































































































ることは、障がいのある方に対する社会の理解のなさです。障がいは、社会のバリアによって生み出されるもので 。しかし、このバリアはいつまで経ってもなくなっていません。 「障がいのあ人は危険だから、地域に住んで欲しくない」 んて言葉を聞くことも、珍
しいことではありません。 このような現実には、衝撃を受けます。　
みなさんの中にも、今



































































































大戦後、小井土ヘッドは「 （来季の）１部復帰は目標ではなくノルマ」と宣言し、中野誠也も「圧倒的な強さ １部に戻ってきたい」 と力強く語った。その目はすでに前を向いている。　
Ｊリーグでは柏レイソ
ルやサンフレッチェ広島など２部に降格しても、それまでの自分たちのサッカーを信じて向上させ、１部で優勝する強豪に成長したチ ムもある。筑波大も、この降格を糧にして、パスをつないで試合の主導権を握るサッカーを貫き、まずは１年での１部復帰というノルマを達成してほしい。その先には、今季スローガンに掲げていたリーグ優勝、そして２００３年以来となる大学日本一の「奪還」が見えてくる。
























































































波大と同じ関東大学リーグに所属し、現４年生が２年生のころ新人戦の決勝戦で敗れた相手だ。その時から４年生は東海大を破ることを目標の一つ してきた。「 （最後の大学選手権は）なんとしてでも勝ち い」 （笹山貴哉＝同４年）という４年生の強い思いが、チームを引っ張る原動力となった。　
一方、下級生も上級生の






























































のころから剣道を始めた。きっ けは、父が師範を務める近所の 場に連れて行ってもらったこと。 「あまり覚えていないが、足さばき（剣道の動作）を練習していたそうです」 振り返る。稽


















考えを貫く剣道も持ち味。 「指導者から言われるままに練習するのではなく、自分なりに考えて実践す ことが大切」で「違和感があれば、その練習を拒む」 こともある。
　
剣道をやる上で心の支
えとなってきたのは、どんな時でも応援に駆けつけてくれる家族だ。 「試合の度に来てくれる いつも応援してくれて感謝している」と道場での険しい表情とは違った一面を見せる。全日本選手権の試合直前には、都合がつかず応援に来られなかった姉から、 「頑張れ」と一言連絡があった。 「試合をする上で励みになった」と話す。　
今後の目標は、来年５









































































































































































































応用力の重要性を語る工藤氏（12 月 2 日、
総合研究棟Dで）=田中開撮影

























































らが同施設を含めた駅周辺の空間デザイン企画を担当した。同准教授の提案で、筑波大とつくば市 スペースの間には仕切りを設けず一体感を持 せたり、壁面をガラ 張り するなど開放的なデザインを採用。同准教授は「通過するだけではなく、気軽に立ち寄ってリラックスできる交流の場にしたい」としている。　
筑波大の広報室は「施設
の活用 ついて、学生からもアイデアを出し ほしい」と話している。







が、月に一度訪れる「相馬広域こころのケアセンターなごみ」 （福島県相馬市＝ＮＰＯ法人が設立）での援活動。震災後 「なごみ」では子どもたちの遊び場を提供してきたほか、精神科医らが育児相談 受けている。　
昨秋、鈴木助教は育児相





















































































イベント 招待 、参加してきました。セレモニーを通して、私は日本人がどれほどマラソンを愛し、アベベを尊敬 ているかを実感しま た。　
日本は、住んでいる人







































































































































































概要を説明した。同制度は筑波大の学生・卒業生・教員らの起業・新規 業 対し、インターネットを介して卒業生を中心とした一般市民に広く資金援助 募るというもの。　
発表会を訪れた永田恭介
学長は「ＴＣＣを通して参加者が成長していることが、とてもうれし 。ＴＣＣで生まれた小さなアイデアは社会を良くすることにつながるはずだ」 と話 た。　　　　　　　
（齋藤優斗）
設置されたテレビモニターでＢＢＣニュースを
視聴する前川教授（11 月 20 日、３Ｋ棟で）
歳時記
つくば






「Women's Hackathon at Tsukuba」を企画し、最
優秀賞を受賞した学生（11 月 11 日、大学会館で）
３Ｋ棟で
-
筑 波 大 学 新 聞 第318 号 （12）トピックス2014 年（平成 26 年）12 月 8日（月）






声を掛け合ってオールを漕ぐ参加者（11 月 8 日、桜川で）
全日本大学選手権
11 面へ










学日本一に輝い 男子バスケ部。そ 勝利を間近で見た記者は 「信頼関係の強さ」「一致団結」を感じたといいます。優勝後にチームメ





















































新作の漫画の構成を考える西尾さん（11 月 22 日、自宅兼
オで）＝原啓一郎撮影






一言が現 るシーン 向け、必要な人物や場面を積み上げるようにストーリーを考え始めた。す 漫画に筋道が通り、スランプを脱す ことができた。それだけでなく、 「漫画の描き方がわかったような気 して、描くのが楽しくなった」と笑う。現在は５作目の漫画を執筆している。　「
漫画
は
作者が読者に伝えたい一言
を届ける手紙。自分は絵を描くことか取り柄がなく、伝えたい言葉を文章にしても読んでもらえない。けれど、漫画なら伝わる」 。　
漫画と
い
う手紙に託した彼の思い
は、時代を超えて多く 人に届くことだろう。　　
（森脇慎＝社会学類２年、写真も）
